
ば
ん
げ
の「
い
い
顔
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ぃ
つ
け
た
！
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第１回定例会

（千円未満四捨五入）
令和７年度 補正額 補正後の額

一 般 会 計 4億2,206万5千円増 107億306万6千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1億4,356万6千円減 17億6,976万2千円
介 護 保 険 8,356万9千円減 23億5,755万1千円
後 期 高 齢 者 医 療 295万8千円減 2億4,986万円
坂下東第一地区土地区画整理事業 4,233万2千円減 1億9,785万円

企
業
会
計

水道（収益的収入） 280万円増 4億8,849万1千円
水道（収益的支出） 866万1千円減 4億7,696万3千円
水道（資本的収入） 2,441万9千円増 8,758万5千円
水道（資本的支出） 2,004万2千円増 2億4,958万8千円
下水道（収益的収入） 3,998万7千円増 4億5,952万8千円
下水道（収益的支出） 3,155万5千円増 4億3,230万円
下水道（資本的収入） 1,384万5千円減 5億2,560万2千円
下水道（資本的支出） 1,384万5千円減 6億2,506万5千円

事業費確定による精算
令和７年度一般会計補正予算ほか

補正予算

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
髙
久　
敏
明

五
十
嵐
孝
子

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

山
口　
　
享

赤
城　
大
地

議案第 14号
　令和 8年度会津坂下町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議
長

議案第 15号
　令和 8年度会津坂下町国民健康保険特別会
計予算

○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 17号
　令和 8年度会津坂下町後期高齢者医療特別
会計予算

○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 21号
　会津坂下町都市計画マスタープランの一部
改定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議案第 23号
　令和 7年度会津坂下町国民健康保険特別会
計補正予算（第 4号）

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 25号
　令和 7年度会津坂下町後期高齢者医療特別
会計補正予算（第 4号）

○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第 1号
　町新庁舎配置計画について、広く町民の意
見を聴取し反映させるよう求める陳情書

× × × × × × × × × ○ × × ×

陳情第 2号
　東京都新宿区において顕在化した事例を受
けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関す
る早期の実態把握と再発防止を求める陳情

× × × ○ × × × × × ○ × ○ ○

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　退：退席　　　議長は採決に加わりません。

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案

氏　名 任　期 結　果

監査委員 斎
さいとう

藤春
はる お

生さん 令和8年4月4日～
令和12年4月3日 任命に同意

固定資産評価審査委員会委員 菊
きくち

地一
かずまさ

正さん 令和8年4月１3日～
令和１1年4月12日 任命に同意

人権擁護委員 三
みうら

浦洋
よういち

一さん 議会の意見書を付け、
法務省に推薦

人事案件

第
１
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

２
月
26
日（
木
）～
３
月
11
日（
水
）の
14
日
間
の
日
程
で
開
催
し

ま
し
た
。

２
日
と
３
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
９
名
の
議
員
が
登
壇

し
ま
し
た
。

予
算
議
決
７
件
の
他
、
人
事
案
件
３
件
、
条
例
７
件
、
そ
の
他

２
件
、
補
正
予
算
７
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。



3 あいづばんげ議会だより 221号（令和８年４月24日発行）

詳しい予算の内容は「広報あいづばんげ」または会津坂下町ホームページをご覧ください。

令和８年度予算

85億2,000万円
前年度から１億１千万円増

担い手確保・交通政策などに注力！
一般会計

重点事項１

重点事項 3

重点事項２

重点事項 4

人口減少対策人口減少対策

公共交通対策公共交通対策

担い手の確保担い手の確保

ＤＸの推進ＤＸの推進

4 事業　4,174 万円

１事業　8,801 万円

５事業　4,459 万円

１事業　712 万円

（千円未満四捨五入）

会　計 令和８年度予算 前年比

特別会計

国 民 健 康 保 険 17億4,400万円 1億5,220万円減
介 護 保 険 24億2,000万円 530万8千円増
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 2億7,700万円 4,182万円増
坂下東第一地区土地区画整理事業 2億7,220万5千円 3,226万2千円増

水　　道
事業会計

収 益 的 収 入 4億6,713万6千円 1,843万円減
収 益 的 支 出 4億7,296万8千円 374万円減
資 本 的 収 入 9,139万円 3,072万4千円増
資 本 的 支 出 1億3,189万2千円 605万1千円増

下 水 道
事業会計

収 益 的 収 入 4億5,620万6千円 3,150万2千円増
収 益 的 支 出 4億4,306万8千円 4,470万8千円増
資 本 的 収 入 3億6,148万1千円 1億7,544万2千円減
資 本 的 支 出 4億4,502万9千円 1億9,135万7千円減

物価高騰や人件費増加の対応を
はじめ、本年度策定の実施計画に
基づき、各種政策・施策に取り組
むための予算編成となっています。

○交流人口対策事業
　町の魅力発見、体験ツアーを実施
○関係人口対策事業
　ＳＮＳの活用や移住フェアへの参加
　新規：蛯名ＳＡ等に「わお！マップ」広告
　　　　の設置
○定住人口対策事業
　住宅取得支援事業や空き家の利活用事業
○結婚支援事業
　新生活の経済的負担軽減、出会いの場の創出

通学路線の確保と地域生活路線バスの維持に
努める。また、高齢者へのバス券補助により利
用促進を図る。

新規：新たな交通手段の導入

○介護・生活支援の担い手育成事業
○担い手育成・確保事業
○中小企業・小規模事業者支援事業
　新規：マル経融資利子補給補助金
○祭り・イベント運営事業
　伝統的な祭りの維持・活性化
　魅力的なイベントの実施
○若者による地域づくり活動推進事業

ＤＸ推進計画に基づき、業務見直しやデジタ
ル技術の導入により、住民サービスの向上と事
務作業の効率化を図る。

新規：文書管理支援業務委託
議事録作成支援システム使用料
公式ＬＩＮＥシステム
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一  般  会  計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

討論

人間ドックの実施内容
見直しの詳細は。

1食300円の配食サー
ビスの対象者は。

ワンコイン浸水
センサーというのは
どういうものか。

日帰りの人間ドックに加えて、1
泊2日の人間ドック、また、町民の

脳疾患の罹患率が県平均より高いこ
とを踏まえて、脳ドックが対象となり
ました。
また、どの医療機関でも受診可能

とし、対象年齢も35歳から受診でき
るように変更しました。

65歳以上の非課税世帯で、配
食サービスを希望される方となって

おります。

大雨で水路・河川が増水した際に、浸
水センサーの底の面に水が浸かれば、何
十㎝増水したか分かるものです。
令和７年度末で実証実験が終了し、令和

8年度からは町の負担となります。

小畑　博司
議員

五十嵐 一夫
議員

水野　孝一
議員

生活
課長

生活
課長

建設
課長

≪令和8年度　国民健康保険特別会計予算≫≪令和8年度　介護保険特別会計予算≫

問

問

問

答

答

答

青　木委 員 長（左）
五十嵐副委員長（右）

国
保
に「
子
ど
も
子

育
て
支
援
金
」が
上
乗

せ
し
て
徴
収
さ
れ
る
こ

と
そ
の
も
の
に
反
対
し
ま
す
。

�

（
横
山　
智
代 

議
員
）

本
来
目
的
税
で
あ
る
の
に
、

な
じ
ま
な
い「
子
ど
も
子
育
て

支
援
金
」が
入
り
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
見
過
ご
し
た
ら

軍
事
費
で
も
な
ん
で
も
ア
リ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
地
方
議

会
と
し
て
も
反
対
す
べ
き
で

す
。�

（
小
畑　
博
司 

議
員
）

国
民
健
康
保
険
税
と

同
様
に「
子
ど
も
子
育

て
支
援
金
」が
紛
れ
込

ん
で
い
ま
す
。
物
価
高
騰
で
町

は
一
人
１
５
０
０
０
円
の
商
品

券
を
配
り
ま
す
が
、
帳
消
し
ど

こ
ろ
か
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。こ

ん
な
税
の
徴
収
は
反
対
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
小
畑　
博
司 

議
員
）

何を目指そうとしているのか
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一  般  会  計

討論

予算特別委員会は３月6日・9日に開催され、多くの質疑応答が行なわれま
した。主なものを要約してご紹介します。

緊 急 銃 猟 対 策
の備品のカメラはど
のように使用するの
か。

コミュニティバ
スの運行委託につ

いて、令和８年度の
計画は。

遠方の出産支援
の金額は。

カメラについては、緊急銃猟の現場で
の行動を記録する際に使用することを想

定しております。

4月からは八幡地区を計画しております。
明確な順序はまだ決まっておりません

が、その後、残りの地区を順次3か月程度ず
つ継続し、令和8年度で全ての実証運行を
終了したいと考えております。

交通費の助成額については、タクシー
の場合は、実費額の8割、自家用車の場
合は、1㎞あたり50円、借り上げの場合は
1㎞あたり25円ということで、算出した額
の8割の交通費の補助をしております。

物江　政博
議員

髙久　敏明
議員

五十嵐 孝子
議員

政策
財務
課長

子ども
課長

産業
課長

≪令和8年度　会津坂下町一般会計予算≫

問

問

答

答

答

町はどこにお金をかけ予
算

審
査

一人暮らし世帯
のゴミの回収事業

利用者が減っている
要因は。

長期入院や施設に入所されたことで、
ごみを回収する必要が無くなったことが
大きな要因だと捉えております。

横山　智代
議員

生活
課長

問 答

問

本
予
算
案
に
対
し
、
予
算
特

別
委
員
会
で
私
と
賛
同
者
で
、

中
学
校
と
幼
稚
園
の
給
食
費
無

償
化
の
修
正
案
を
提
出
し
ま
し

た
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

修
正
案
は
、
義
務
教
育
、
学
校
教
育

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
小
学
校
と
一
緒

に
中
学
校
・
幼
稚
園
の
給
食
費
も
、
無

償
化
に
と
の
提
案
で
し
た
。

無
償
化
に
取
り
組
ま
な
い
と
、
坂
下

町
は
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た

自
治
体
と
し
て
町
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と

な
り
ま
す
。
南
会
津
町
で
は
給
食
費
の

完
全
無
料
化
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
も
堅
調
で
す
。

修
正
案
を
本
会
議
に
提
出
で
き
な
い

の
は
残
念
で
あ
り
、
本
予
算
案
に
反
対

し
ま
す
。�

（
五
十
嵐　
一
夫 

議
員
）

「
一
般
会
計
予
算
案
」に
対
し

て
、
同
僚
議
員
に
賛
同
し「
中

学
生
と
幼
稚
園
児
の
給
食
費
無

償
化
を
財
政
調
整
基
金
を
活
用

し
て
取
り
組
み
た
い
」と
す
る
修
正
案

を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
、
議
論
が
深
め
ら
れ
、
子
育
て
世
代

か
ら
選
ば
れ
る「
会
津
坂
下
町
」に
な
る

こ
と
を
切
に
望
み
、
修
正
案
で
の
修
正

箇
所
以
外
は
、
概
ね
賛
同
し
て
い
る
立

場
か
ら
賛
成
討
論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。�

（
佐
藤　
宗
太 

議
員
）
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第１回定例会

本陳情は庁舎移転計画配置について、広く町民からの意見を聞き、反映させるよう、
町と議会に提出した陳情です。
町も、議会も町民の声を聴き真摯に検討していただきたい、今回の建築士会の提案や

他にも提案されたならば説明会等開催し、一緒に検討するのが協働のまちづくりの精神なのです。
本陳情は議会において議決を求めるものではなく、議会においては検討をしてくださいとの陳情で
す。
本陳情の議決をすると議会が取り扱った以上は、議会でも協働の精神で協議・検討するのが議会の
務めであり、賛成します。� （五十嵐　一夫 議員）

項目は良いか悪いかの問題ではなく、可能な限り職員に寄り添った形で、調査、確認
するよう求めていることであり、反対する理由がありません。よって賛成いたします。
� （山口　享 議員）

件　　名 請 願 者 紹介議員 結 果

第１号
ＩＣＴ教育推進のみでなく、子ども
の健康や学力などの検討を求める請
願について

千葉親子 佐藤宗太 継続
審査

件　　名 請 願 者 結 果

第１号
町新庁舎配置計画について、広く町
民の意見を聴取し反映させるよう求
める陳情書

福島県建築士会会津支部　坂下部会
部会長　大竹　勝芳 不採択

第 2 号

東京都新宿区において顕在化した事
例を受けて、政党機関紙の庁舎内勧
誘行為に関する早期の実態把握と再
発防止を求める陳情

福島県を明るくする会　会津支部
長谷川　達雄
清水　伸己

不採択

請請 願願

陳陳 情情

討論
陳情第1号
町新庁舎配置計画について、広く町民の意見を聴取し反映させるよう求める陳情書

陳情第2号
東京都新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関
する早期の実態把握と再発防止を求める陳情
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五
い が ら し

十嵐  一
かず

夫
お

 議員

旧
坂
下
高
校
の
跡
地
再
利
用
を

取
壊
す
か
残
す
か
、
利
用
も
未
定
で

す 複
合
施
設
と
し
て
の
活
用
は
映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

　
　
　
会
津
西
部
の
図
書
館
や
蔵
書
館
、

各
種
団
体
の
複
合
施
設
と
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
重
要
な
提
案
で
あ
り
意
義
が
あ
る

も
の
と
受
け
止
め
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
可
能
性
を
有
す

る
資
源
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
図
書
館
機
能
の
広
域
化
に
は
周
辺

町
村
と
の
合
意
形
成
等
、
慎
重
な
協
議
が

必
要
で
す
。

　
　
　
現
状
の
ま
ま
使
用
が
可
能
か
。
同

窓
生
・
坂
下
に
と
っ
て
大
切
な
シ

ン
ボ
ル
、
再
利
用
し
て
残
す
べ
き
で
な
い

か
。

　
　
　
用
途
に
よ
っ
て
は
困
難
で
あ
り
、

特
に
図
書
館
機
能
に
は
相
応
の
改

修
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問答問答

耐震度Aランク
壊せば多額の費用と「ごみ」

まだ使えるのでは

　
　
　
循
環
型
社
会
、
資
源
の
再
利
用
の

観
点
か
ら
、
校
舎
を
壊
す
の
か
、

残
す
の
か
。

　
　
　
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
結
論
に
は
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　
　
　
校
舎
お
よ
び
施
設
利
用
の
具
体
的

方
針
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
令
和
８
年
度
を
目
標
に
方
針
を
決

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
外
と
の
バ
ス
３
路
線
変
更
の
考
え
は

通
学
と
商
業
施
設
利
便
を
図
り
ま
す

　
　
　
坂
下
と
他
町
村
を
結
ぶ
路
線
の
変

更
。
会
農
高
生
の
利
便
向
上
等
の

た
め
実
施
と
の
こ
と
。
町
内
の
現
利
用
者

の
利
便
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
か
。

　
　
　
「
必
要
に
応
じ
て
計
画
期
間
内
で

も
適
宜
見
直
し
を
検
討
」
と
実
施

計
画
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
柔
軟
に
調
整

で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
広
域
圏
か
ら
の
供
給
用
水
の
値
上
げ
へ

の
対
応
は
。

問答問答問答

一般質問は議員が町政全般について、現状や方針
を問うものです。　
一人あたりの持ち時間は答弁を含めて50分間で

す。今定例会では９人が登壇しました。
掲載している内容は質問者自身が要約し、広報広

聴特別委員が校正したものです。
QRコードから各議員の質問の映像をご覧いただ

けます。
また、会議録もホームページでご覧いただけます。

これでいいのか！

町 政

般一 質 問
次回の定例会は 6 月に開催予定で
す。
議会の雰囲気を肌で感じ、一緒に
考えてみませんか？

議会を傍聴
しませんか？

【令和 8 年第２回定例会日程（予定）】

6月

4日（木） 招 集 日

8日（月） 一 般 質 問

9日（火） 一 般 質 問

12日（金） 最 終 日

※日程は変更になることがあります。

YouTube
(議会トップページ) 会議録
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五
い が ら し

十嵐 正
まさ

康
やす

 議員

　
　
　
“
ら
し
さ
”
で
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
町
の
見
解
は
。

　
　
　
「
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
よ
る
町
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
」
と
は
、
本
町
が
持

つ
魅
力
が
他
地
域
と
差
別
化
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を

向
上
さ
せ
る
取
組
は
、
地
域
へ
の
愛
着
や

誇
り
で
あ
る
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
を

よ
り
強
固
な
も
の
に
し
、
持
続
的
な
成
長

へ
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
ま
し
て
は
、「
発

酵
の
ま
ち
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問答

　
　
　
１
０
０
年
フ
ー
ド
に
認
定
さ
れ
た

高
寺
芯
そ
ば
の
支
援
内
容
は
。

　
　
　
「
高
寺
芯
そ
ば
」
が
「
未
来
の
１

０
０
年
フ
ー
ド
部
門
～
め
ざ
せ
１

０
０
年
～
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。「
会

津
坂
下
町
そ
ば
振
興
委
員
会
」
の
活
動
内

容
な
ど
を
広
く
発
信
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
す
と
共
に
、
後
継
者
育
成
も
含
め
町

を
挙
げ
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答答

横
断
的
な
課
題
解
決
の
た
め
に

組
織
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す

　
　
　
一
つ
の
部
署
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
組
織
改
編
の

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
多
く
が
一
つ
の
部
署
だ
け
で
は
対

応
が
困
難
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
新
た
な
組
織
の
新
設
や
関
係

部
署
等
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

立
ち
上
げ
な
ど
、
よ
り
全
庁
的
、
横
断
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
よ
り
連
携
す
る
た
め
に
職
員
の

人
材
育
成
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
バ
ン

ビ
ィ
」
刷
新
の
考
え
は
。

問答

Ａ
Ｉ
活
用
の
方
向
性
は

徐
々
に
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す

　
　
　
庁
舎
建
設
と
Ｄ
Ｘ
推
進
と
い
う
並

行
し
た
課
題
を
如
何
に
克
服
し
て

い
く
の
か
。

　
　
　
新
庁
舎
建
設
は
Ｄ
Ｘ
を
一
気
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
好
機

で
あ
り
、
一
体
的
に
進
め
る
べ
き
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
お
い
て
は
、
全
庁
的
に

ベ
ー
ス
と
な
る
事
務
処
理
の
見
直
し
や
、

ス
ム
ー
ズ
な
窓
口
業
務
の
改
善
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
み
、
新

庁
舎
で
は
業
務
が
滞
る
こ
と
な
く
、
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
発
酵
文
化
振
興
エ
リ
ア
を
設
定
し
て
の

観
光
開
発
・
市
街
地
商
店
街
再
開
発
も

可
能
な
の
で
は
な
い
か
。

問答答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

髙
たか

久
く

　敏
とし

明
あき

 議員

強
み
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か

「
発
酵
の
ま
ち
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す

“
ら
し
さ
”を
町
の
ブ
ラ
ン
ド
に

9 月初開催「会津坂下発酵祭」

食
文
化・産
業・観
光
振
興
の

推
進
体
制
は

「
ば
ん
げ
さ
、
は
っ
こ
う
！
」を
合
言
葉
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す

発
酵
文
化
を
育
て
る
た
め
に
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小
お

畑
ばた

　博
ひろ

司
し

 議員

農
福
連
携
進
化
の
考
え
は

現
場
理
解
・
人
材
育
成
が
必
要
不

可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す

　
　
　
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
が
関
与
す
る

こ
と
で
、
町
の
魅
力
を
高
め
て
い

け
れ
ば
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発
に
よ
る
地

域
農
業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
等
、
新
た
な
価
値
を
見
出
せ
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。

　
農
業
と
福
祉
双
方
の
現
場
理
解
、
マ
ッ

チ
ン
グ
や
販
路
拡
大
等
を
担
う
人
材
や
事

業
者
の
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
先

進
的
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
進
化
の
形

を
模
索
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
各
集
落
で
の
除
雪
に
対
し
、
互
助
・
共

助
を
支
え
る
考
え
は
な
い
か
。

問
再
生
産
費
を
基
に
し
た
生
産
者
米
価

を
、
わ
が
県
で
も
推
し
進
め
る
よ
う
進

言
せ
よ
。

問答

五
い が ら し

十嵐 孝
たか

子
こ

 議員

　
　
　
鳥
獣
対
策
実
施
隊
の
任
務
内
容
と

今
後
の
在
り
方
は
。

　
　
　
大
型
獣
の
出
没
増
加
に
よ
り
人
身

被
害
防
止
策
も
任
務
の
一
つ
と
な

り
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
緊
急
銃
猟
に
つ
い

て
は
意
見
交
換
を
重
ね
、
町
の
判
断
で
の

実
施
、
事
故
等
の
責
任
の
所
在
は
町
が
負

う
と
い
っ
た
負
担
軽
減
や
出
動
手
当
の
改

定
、
装
備
品
の
充
実
等
安
心
安
全
な
環
境

を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

　
　
　
最
近
、
首
長
や
議
員
に
よ
る
行
政

職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
町
長
は
こ
の
現
状

を
ど
う
捉
え
、
職
員
の
安
全
・
安
心
を
守

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
る
か
。

　
　
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
単
な
る
「
注
意

喚
起
」
の
問
題
で
は
な
く
、
組
織

の
危
機
管
理
と
し
て
捉
え
て
お
り
ま
す
。

職
員
を
守
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ

り
、
今
後
は
組
織
的
な
対
応
方
針
の
策
定

や
、
専
用
の
相
談
窓
口
の
設
置
、
職
員
研

修
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問答答

　
　
　
職
員
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談

や
通
報
が
あ
っ
た
場
合
の
相
談
窓

口
は
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
か
。

　
　
　
職
員
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

相
談
は
、
役
場
内
部
で
は
総
務
課

行
政
管
理
班
が
窓
口
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
外
部
で
は
、
福
島
県
人
事
委
員
会
内

に
あ
る
公
平
委
員
会
に
お
い
て
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に

努
め
、
相
談
さ
れ
た
事
案
の
状
況
を
正
確

に
受
け
止
め
、
秘
密
保
持
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
高
齢
者
へ
の
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
詳
細
は
。

五
十
嵐
孝
子
議
員
の
辞
職
に
つ
い
て

令
和
８
年
３
月
11
日
付
で
議
員
辞
職

が
提
出
さ
れ
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問答答

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
負

担
軽
減
策
は

手
当
の
改
定
や
装
備
品
の
充
実
を
図
り
ま
す

守
る
も
の
は
人
命
へ
シ
フ
ト
映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止

す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
考
え
は

対
応
方
針
の
策
定
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

風
通
し
の
よ
い
組
織
づ
く
り
を
映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→



一
般
質
問

10

横
よこやま

山　智
ち よ

代 議員

ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
の
取
組
は

町
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

ご
み
焼
却
施
設
の
新
設
に
伴
い

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

　
　
　
家
族
農
業
に
占
め
る
女
性
の
役
割

は
大
き
い
が
、町
の
「
農
業
女
子
」

へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
今
年
は
国
連
の
定
め
る
「
女
性
農

業
従
事
者
の
年
」
で
あ
り
、
女
性

は
食
料
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、

女
性
独
自
の
視
点
や
感
性
、
明
る
さ
は
地

域
農
業
の
活
性
化
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

特
に
商
品
開
発
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
魅
力
発

信
な
ど
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
本
町

で
も
、
農
業
を
職
業
と
す
る
女
性
が
増
加

し
て
お
り
、
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
で
い

ま
す
。
今
後
も
先
進
事
例
を
参
考
に
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
女
性
農
業
者

が
さ
ら
に
輝
け
る
場
を
創
設
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問答

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
す

る
考
え
は

２
０
５
０
年
ま
で
の
脱
炭
素
化
を

目
指
し
、
次
年
度
の
宣
言
を
考
え

て
お
り
ま
す

　
　
　
町
の
ご
み
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
事
業
の
進
捗
状
況
、
効
果
と

問
題
点
は
。

　
　
　
町
で
は
平
成
７
年
か
ら
資
源
物
の

分
別
収
集
、
平
成
22
年
か
ら
有
料

化
を
行
っ
て
お
り
、
家
庭
系
可
燃
ご
み
の

一
人
１
日
あ
た
り
の
排
出
量
は
令
和
６
年

度
の
実
績
値
で
は
４
９
２
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
お
り
、
10
市
町
村
の
中
で
少
な
い
方
か

ら
２
番
で
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
捉
え

て
お
り
ま
す
。
問
題
点
と
し
て
、
再
利
用

で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
古
紙
類
な
ど

が
混
入
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
こ
と
、
リ

サ
イ
ク
ル
と
し
て
出
せ
る
も
の
や
、
そ
の

状
態
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
誰
も
が
一
目
で
わ
か

る
よ
う
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
示
す

な
ど
、
一
層
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

目
め

黒
ぐろ

　克
かつひろ

博 議員

問　
　
ご
み
減
量
化
の
た
め
の
考
え
と
町

民
に
対
す
る
周
知
方
法
は
。

　
　
　
ご
み
減
量
化
は
、
３
月
に
本
格
稼

働
し
た
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町

村
圏
整
備
組
合
の
新
ご
み
焼
却
処
理
施
設

が
、
将
来
の
人
口
減
少
を
想
定
し
、
処
理

能
力
を
縮
小
し
た
こ
と
か
ら
、
可
燃
ご
み

の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
高
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
資
源
物
の

分
別
に
つ
い
て
は
、適
切
な
選
別
方
法
を
、

写
真
や
動
画
・
イ
ラ
ス
ト
等
で
容
易
に
判

断
が
付
く
よ
う
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
の
作

成
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ラ
イ
ン

等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
方
法
を
充
実
さ

せ
て
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

企
業
誘
致
推
進
・
雇
用
促
進
の
事

業
取
組
は

多
様
な
企
業
に
対
す
る
幅
広
い
誘

致
活
動
を
展
開
し
、
企
業
誘
致
の

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

問　
　
誘
致
活
動
の
取
組
み
と
、
雇
用
人

材
確
保
支
援
と
考
え
は
。

　
　
　
本
町
の
企
業
誘
致
の
取
組
は
、
未

活
用
地
や
空
き
工
場
を
企
業
誘
致

に
進
め
る
上
で
、
極
め
て
有
効
な
地
域
資

源
と
位
置
づ
け
、
企
業
進
出
に
関
連
す
る

照
会
が
あ
っ
た
場
合
は
、
随
時
該
当
物
件

の
情
報
を
提
供
し
交
渉
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
町
内
企
業
に
お
け
る
雇
用
確
保
支

援
と
し
て
は
、
合
同
企
業
説
明
会
・
企
業

見
学
会
等
の
実
施
対
象
者
を
、
新
卒
者
だ

け
で
な
く
即
戦
力
と
な
り
得
る
経
験
者
に

も
拡
大
し
実
施
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

今
年
度
よ
り
雇
用
促
進
事
業
と
移
住
定
住

支
援
を
一
体
的
に
実
施
し
て
、
移
住
希
望

者
に
町
内
の
企
業
を
紹
介
す
る
取
組
を
開

始
し
、
既
存
企
業
も
含
め
地
域
全
体
と
し

て
の
人
材
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
町
営
住
宅
管
理
の
今
後
の
運
営
は
。

問
町
産
業
と
観
光
事
業
の
取
組
は
。

問答

さ
ら
な
る
拡
大
へ
の
取
組
は

関
係
機
関
と
連
携
し
、
さ
ら
に
輝
け

る
場
を
創
設
し
て
ま
い
り
ま
す

農
業
女
子
の
輝
く
場
を
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物
もの

江
え

　政
まさひろ

博 議員

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
旧
坂
下
高
校

跡
地

ま
だ
具
体
的
な
結
論
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
町
由
来
の
著
名
人
の
記
念
館
と
し

て
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　
旧
坂
下
高
校
校
舎
を
大
規
模
改
修

し
記
念
館
と
す
る
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
補
助
制
度
の
活
用
可
能
性
は
あ

る
も
の
の
、
建
物
規
模
や
老
朽
化
の
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
相
当
の
財
政
負
担
を
伴

う
事
が
想
定
さ
れ
、
現
時
点
で
は
、
利
活

用
を
図
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
顕
彰
の
在
り
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
中
央
公
民
館
な
ど
既
存
施
設
で

の
企
画
展
示
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化

を
取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

問答答

　
　
　
参
加
人
数
を
増
や
す
た
め
の
案
は

あ
る
か
。

　
　
　
魅
力
的
な
祭
事
が
あ
る
と
い
う
事

は
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
の
創
出

や
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大
な
ど
、

ま
ち
の
活
性
化
に
直
結
す
る
重
要
な
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も

「
初
市
」「
御
田
植
祭
」「
秋
ま
つ
り
」
は
、

昔
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
神
事

で
あ
り
、
ま
ち
も
観
光
資
源
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
少
子
化

や
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
規
模
等
で
実
施

す
る
に
は
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
課
題
も
出
て
き
て
お
り
、
今
後
も
祭
事

を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
く
た
め
に
、
伝

統
を
守
り
つ
つ
も
、
時
代
に
合
っ
た
内
容

や
運
営
方
法
を
模
索
し
ま
す
。

問答答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

祭
事
を
盛
り
上
げ
る
に
は

今
後
も
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
時
代
に

合
っ
た
運
営
を
し
て
い
き
ま
す

ま
ち
の
活
性
化

初市　大俵引きの様子

佐
さ

藤
とう

　宗
そう

太
た

 議員

企
業
誘
致
の
成
果
は

相
談
は
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
誘
致

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

産
業
振
興
の
た
め
に

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

問
　　

 

真
宮
工
業
団
地
と
隣
接
し
て
い
る

当
町
の
敷
地
内
も
し
く
は
49
号
線

沿
い
に
工
業
団
地
造
成
の
考
え
は
。

　
　
　
企
業
の
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
加

え
、
膨
大
な
初
期
投
資
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
近
隣
自
治
体
の
産
業
団
地
と

競
合
し
た
売
れ
残
り
に
よ
る
「
負
の
財
産

化
」等
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、現
在
、

造
成
す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問
　　

 

既
存
敷
地
内
で
の
建
て
替
え
が
難

し
い
と
思
わ
れ
る
企
業
が
見
受
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
近
年
の
円
安
傾
向
の
影

響
に
よ
り
、
製
造
業
の
国
内
内
製
化
が
再

評
価
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
中
で
、
工
業
団

地
造
成
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
　
企
業
誘
致
を
有
利
に
進
め
て
い
く

上
で
用
地
確
保
は
重
要
な
交
渉
材

料
に
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
進
出
企
業
に

沿
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ
る
民
間
開

発
を
基
本
と
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問答問答

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
に
関
連
す
る
経
済

効
果
は

３
︐６
０
0
人
を
目
標
と
し
、
約

２
︐３
０
0
万
円
の
経
済
効
果
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す

問
　　

 

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
に
か
か
る
町
の
誘

客
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
発
酵
文
化
や
発
酵
の
魅
力
を
発
信

す
る
イ
ベ
ン
ト
「
会
津
坂
下
発
酵

祭
」、
町
の
観
光
地
を
巡
る
「
会
津
ば
ん

げ
ま
ち
歩
き
」、
本
町
出
身
の
漫
画
家
で

あ
る
高
橋
ヒ
ロ
シ
先
生
の
作
品
「
ク
ロ
ー

ズ
」
と
コ
ラ
ボ
し
た
「
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ

ー
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
な
ど
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

※
Ｄ
Ｃ(

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
）
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
自
治

体
・
観
光
事
業
者
が
連
携
し
て
行
う
、

日
本
最
大
級
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

こ
れ
も
質
問

問
只
見
線
を
活
用
し
た
広
域
の
取
り
組
み

は
。

問
一
人
暮
ら
し
を
含
め
た
高
齢
者
世
帯
の

現
状
と
支
援
策
は
。

問答

旧坂下高校跡地
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町町のの遠く遠くのの応援団応援団
あなたは知っていましたか。
県外から町を応援してくれる人たちがいること…。

　高校時代に会津坂下町の友人の家にいた時、夕方になると、春
日八郎の「別れの一本杉」のチャイムが流れていたのを聞いてい
ました。
　歌っていて大変なじみのある曲でした。
　奄美にいる母方の親戚が連絡をくれて、奄美には猪俣先生の
内弟子だった後輩がいて、その人を中心として「福島県会津坂下
を歌う！春日八郎と猪俣公章の世界」のリサイタルを開催すると聞
いて胸が熱くなりました。
　このご縁は、是非会津坂下町の方に知って頂きたいと思い、友
人や家族に紹介しました。

自称　春
かすが
日　六

ろくろう
郎さん（岩

いわた
田　幸

こうき
喜さん）

小学校の頃から春日八郎氏の大ファンでした。
小学校時代は奄美大島にはまだテレビは無く、
ピーピーガーガーとラジオの周波を拾い聴いて、
その後はローカルラジオ放送（親子ラジオ）で
春日八郎氏の唄声に聴き惚れました。
中学校2年生の時には奄美大島の大島高校体
育館へ春日八郎ショーを見に行きましたが、親
子同伴で入場することができず、後ほど、仕事
の都合で行った鹿児島に夏まつり等のステージ
を見に行きました。
活動紹介
宴会場流し企画等
春日六郎（岩田幸喜）チャリティーショー（鹿児
島市民ホール）
香西かおり、千昌夫、田川寿美などの前座等
の歌活動では、気持ちは春日六郎になりきって、
「赤いランプの終列車」、「ごめんヨかんべんナ」
を熱唱しています。

駅前の春日八郎氏の銅像

　今回紹介するのは、会津坂下町から1,600㎞余り離れた鹿児島県奄
美大島の方々です。
　きっかけとなったのは、会津若松市在中の田中宏子さんとの話しから
でした。田中さんの母方のいとこが奄美大島在住で時計店を経営しつ
つ、ミュージシャンでもある田原安栄さんに会津坂下町の春日八郎氏の
ことを伝えたところ、奄美大島を中心に春日八郎氏の歌謡ショーを開催
している春日六郎（岩田幸喜）さんを紹介して頂くことになりました。

会津若松市在住
田
たなか

中　宏
ひろこ

子さん

紹介者

春日八郎氏の
ことを伝える

田中さんの母のいとこ

奄美大島在住
田
たはら

原　安
やすえ

栄さん

奄美大島を中心に
春日八郎氏の歌謡
ショーを開催



13 あいづばんげ議会だより 221号（令和８年４月24日発行）

プロフィール
職業　飲食業
趣味　美味しいものを
　　　食べに行くこと

堀
ほり

　信
しんすけ

介さん

会津坂下町商工会青年部長 水稲・アスパラガス生産者
プロフィール
職業　農業
趣味　旅行

長
は せ が わ

谷川 守
も り と

人さん

「こんにちは、会津坂下町議会です」
このコーナーでは町民の紹介と共に、
「生の声」をお届けします。 声

をきく

町民の

🆀会津坂下町に住んで何年になりますか。
A34年になります。　
🆀これからやっていきたいことは何ですか。
A会津坂下町商工会青年部長として２年目
になります。
青年部の活動を通して、町のお祭りやイ
ベントを盛り上げられるようにしたいで
す。
また、会津坂下町商工会青年部は一緒に
活動してくれる仲間を募集しております
ので、興味をもってもらえるよう魅力あ
る活動をしていきたいと思います。

🆀町の魅力はどこですか。
Aたくさんの魅力がありますが、一つを挙
げるなら「食」の魅力だと思います。
馬刺し、蕎麦、野菜、果物、日本酒、味噌、
醤油等の発酵食品など美味しくて自慢で
きるものがそろっていますので、今年も
たくさんの方に会津坂下町に来てほしい
です。

🆀議会や町に対して思うことは何ですか。
A会津坂下町により興味をもって、実際に
来てもらえるような取り組みを引き続き
お願いします。

🆀会津坂下町に住んで何年になりますか。
A62年です。
🆀これからやっていきたいことは何ですか。
A定年退職を機にアスパラガス・米の農家
になりました。
夫婦そろって日々充実し、楽しく健康に
過ごす「農業者」になりたいと思ってい
ます。

🆀町の魅力はどこですか。
A「おいしい」がぴったりの町だと思います。
お米・果物・野菜・馬刺し・お酒・味噌
等の飲食するものが旨いです。

🆀議会や町に対して思うことは何ですか。
A１、会津坂下町は農業が基盤産業です。
多様な農業者がやりがいの持てる農業復
興施策をお願いします。
2、高齢者が住みやすい、町づくりをお願
いします。

ばんげ未来トーク

　私たち議員と一緒に「ばんげの明るい未来」に
ついて語り合いませんか？
　皆さんが日ごろ感じていることを、お聞かせく
ださい！

◎申込方法◎
実施希望日の３週間前までに、議会事務局へお
申し込みください。
詳しくはこちらでご確認ください⇒⇒
まずはお問い合わせください！

【問い合わせ・申し込み先】　
会津坂下町議会事務局　☎ ８４－１５０７

派 遣 依 頼 募 集派 遣 依 頼 募 集派 遣 依 頼 募 集派 遣 依 頼 募 集
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議会の動き

環境環境のの“今”“今”をを学ぶ学ぶ
会津こもれび発電所� （会津坂下町大字坂本）

会津若松地方広域市町村圏整備組合
環境センター（ごみ焼却施設）

（会津若松市）

学校給食センター�（会津坂下町大字大上）

　福島の資源を生かした環境にやさしい発電所であり、会津地
域を中心とした間伐材の木質チップを燃料として、7,100ｋｗ
の発電出力を持ち、年間発電量は5,100万kwhを見込み、約１
万7,000世帯分の年間電力消費量を生み出している施設でし
た。
　安全対策を徹底し脱炭素社会実現に貢献している企業であり
ました。
　また、地元雇用の職員の方々もおり、雇用の促進にも貢献し
ている発電所でありました。

　以前の施設の老朽化が進んだため、最新の
技術を導入し、高性能で、災害に強く、長寿
命で経済的な、環境にやさしい、環境教育の
拠点となる施設を作り上げました。
　ボイラーで発生する蒸気の力でタービンを
回転させる発電機も備えており、年間の売電
は約３億円を見込んでいるとのことでした。
　各市町村の負担金はごみの搬入量で割り振
られるとのことで、より一層ごみの減量化を
進めて行かなければいけないと思いました。

　令和８年度〜12年度までの５年間の調理・搬送
業務について、従来からの請け負い業者である
（株）メフォスが選定され、議会全員協議会におい
て報告されました。
　前回は５年間で２億7,500万円の委託料でした
が、物価高騰の影響により1.79倍の４億4,700万円
での契約となりました。
　衛生管理や健康管理体制がしっかりしており、ア
レルギー対応もきめ細やかで、安全安心で高品質
な学校給食を提供していただける業者でありまし
た。
　当日の給食も試食し、ミートソースを大変おい
しく頂いてきました。



15 あいづばんげ議会だより 221号（令和８年４月24日発行）

議会の動き

委員会名 委員長 副委員長 委員

総 務 産 業 建 設 目黒　克博 髙久　敏明 小畑　博司・五十嵐　正康・山口　享
水野　孝一・赤城　大地

文 教 厚 生 物江　政博 横山　智代 佐藤　宗太・五十嵐　一夫・酒井　育子
青木　美貴子

議 会 運 営 五十嵐 正康 酒井　育子 目黒　克博・物江　政博

広 報 広 聴 特 別 青木　美貴子 佐藤　宗太 髙久　敏明・山口　享・五十嵐　一夫

新庁舎建設検討特別 青木　美貴子 髙久　敏明
横山　智代

目黒　克博・物江　政博・小畑　博司
佐藤　宗太・五十嵐　正康・山口　享
五十嵐　一夫・水野　孝一・酒井　育子

議 会 改 革 特 別 佐藤　宗太 水野　孝一

髙久　敏明・目黒　克博・物江　政博
横山　智代・小畑　博司・五十嵐　正康
山口　享・五十嵐　一夫・酒井　育子
青木　美貴子

会津若松地方広域市町村圏整備組合議員 山口　享・五十嵐　一夫

監査委員（議会選出） 小畑　博司

令和8年度より、会津坂下町議会は令和8年度より、会津坂下町議会は
新たな体制で動きます新たな体制で動きます

就
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
去
る
４
月
３
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
私
ど
も
が
正

副
議
長
の
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
政
に
お
い
て
は
、
農
業
や
医
療
介
護
業
界
、
産

業
界
を
取
り
巻
く
諸
課
題
は
も
ち
ろ
ん
、
新
庁
舎
建

設
の
議
論
や
、
旧
坂
下
高
等
学
校
の
跡
地
利
用
の
議

論
を
加
速
せ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
と
な
っ
て
お
り
、

ま
す
ま
す
議
会
の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
議
会
の
権
能
を
最
大
限
発
揮
す
べ
く
、
闊
達
な

議
会
運
営
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
、

町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

議
　
長

　
赤
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大
地

副
議
長

　
青
木
　
美
貴
子
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みんなのひろば
今回は、八幡地区で行われているつるし
雛でひなまつり実行委員長の舟木健治さ
んにお話しを伺いました。

ばんげの「いい顔」みぃつけた！

八幡地区つるし雛で
ひなまつり

小さなきっかけで地域のイベントが、今で
は４日間で 2,000 人を越える町を代表するよ
うなイベントのひとつとなっています。地域
の皆さまが同じ気持ちでイベントを運営して
いることは大変素晴らしく、協力的な行政の
力も大きいと感じています。

来年度はますます楽しく魅力的なイベントにな
ると思います。今から来年度が待ち遠しいですね！

来場者数推移
令和5年度 2,233人
令和6年度 1,885人
令和7年度 2,398人※

※プレオープンを含む

今後とも継続的なお力添えをいただきたいと思います。また、
本イベント期間中に他地区との共催イベントや飲食店や史跡めぐ
りなどのコラボ企画が出来たら（只見線に乗ってシャトルバスで
つるし雛を見に行くとか、旅行会社に企画持ち込みする等）もっ
と町が賑わい、わくわく感が増すと思います。

会津坂下町の物産の販売もしました

令
和
７
年
度
は
町
、
議
会
に

と
っ
て
新
庁
舎
建
設
場
所
の
決

定
で
、
将
来
の
会
津
坂
下
町
を

創
造
す
る
の
に
大
き
な
飛
躍
の

年
で
し
た
。

令
和
８
年
度
は
新
庁
舎
建
設

の
基
本
計
画
の
作
成
か
ら
始
ま

り
実
施
計
画
と
山
積
み
の
課
題

が
こ
れ
か
ら
押
し
寄
せ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

今
後
と
も
町
そ
し
て
議
会
に

対
し
て
忌
憚
の
な
い
御
意
見
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

（
物
江 

政
博
）

縁の下の力持ちとして協力している地域の男性方


